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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第59期
第３四半期
累計期間

第60期
第３四半期
累計期間

第59期

会計期間
自  平成23年９月１日
至  平成24年５月31日

自  平成24年９月１日
至  平成25年５月31日

自  平成23月９月１日
至  平成24年８月31日

売上高 (千円) 4,700,795 4,698,424 6,289,176

経常利益 (千円) 270,129 195,401 335,060

四半期(当期)純利益 (千円) 149,035 113,168 160,988

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,408,600 1,408,600 1,408,600

発行済株式総数 (株) 11,000,000 11,000,000 11,000,000

純資産額 (千円) 2,172,789 2,361,690 2,223,695

総資産額 (千円) 6,088,422 6,365,760 6,178,693

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 13.65 10.37 14.75

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 35.7 37.1 36.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 415,433 △114,305 275,082

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 50,567 22,172 △8,388

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △26,582 △6,189 △221,708

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,791,524 1,298,769 1,397,092

　

回次
第59期
第３四半期
会計期間

第60期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日

自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日

１株当たり四半期純利
益金額

(円) 4.84 4.04

（注）１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 事業の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済政策及び金融政策の効果により円

高の是正及び株価の回復が進み、企業収益や個人消費にも改善の兆しがみられるものの、欧州債務危機

や日中関係の悪化、さらには雇用問題など国内外の懸念材料を払拭することができず、引き続き不透明

感が残る状況のまま推移いたしました。　

当社関連の建設業界におきましては、震災関連予算の執行による政府建設投資の増加が下支えとな

り、民間設備投資も緩やかな回復基調を続けている一方で、熾烈な受注競争や工事の集中に伴うコスト

の上昇により、依然として厳しい経営環境が続いております。　

このような状況のもと、当社は引き続き工事利益率及び営業利益率の向上を目標に、受注時採算性の

強化、原価管理及び施工管理の徹底、諸経費削減などの施策を実施してまいりました。　

その結果、当第３四半期累計期間の業績は、受注高は前年同四半期比9.7％増加の50億91百万円とな

りましたが、売上高につきましては、不動産事業収入の減少から同じく0.1％減少の46億98百万円とな

りました。　

損益面におきましても、営業利益は工事利益率の低下などから前年同四半期比30.3％減少の１億93

百万円、経常利益も同じく27.7％減少の１億95百万円となりました。また、最終損益につきましても、同

じく24.1％減少の１億13百万円の四半期純利益となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

 （設備事業） 

 設備事業の受注工事高は前年同四半期比9.7％増加の50億91百万円となり、完成工事高は同じく

0.0％増加の46億66百万円、営業利益は同じく18.8％減少の３億38百万円となりました。

 （その他事業） 

その他事業の売上高は前年同四半期比7.2％減少の31百万円、営業利益は同じく12.9％減少の18百万

円となりました。

なお、各セグメントに配分していないセグメント利益の調整額は、全社費用の１億63百万円であり、

主に各セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間における資産合計は、前事業年度末に比べ１億87百万円増加し、63億65百万円

となりました。その要因は、主に売上債権の増加によるものであります。　
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負債合計は、前事業年度末に比べ49百万円増加し、40億４百万円となりました。その要因は、主に仕入

債務の増加によるものであります。　

また、純資産は、前事業年度末に比べ１億37百万円増加し、23億61百万円となりました。その要因は、

主に四半期純利益の計上に伴う利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加によるものでありま

す。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物は、98百万円減少し12億98百万円となりました。

　

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を計上し、仕入債務が増加したものの、

売上債権の増加及び法人税等の支払などから１億14百万円の支出超過（前年同四半期は４億15百万円

の収入超過）となりました。　

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却などから22百万円の収入超過（前年同四半

期は50百万円の収入超過）となりました。　

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払などから６百万円の支出超過（前年同四半期

は26百万円の支出超過）となりました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第３四半期累計期間において、当社は研究開発活動を特段行っておりません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま
せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,000,00011,000,000
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000株であります。

計 11,000,00011,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年５月31日 ― 11,000,000 ― 1,408,600 ― 3,705

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年２月28日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 85,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,886,000
　10,886 ―

単元未満株式
普通株式

29,000
― ―

発行済株式総数 11,000,000― ―

総株主の議決権 ― 10,886 ―

(注)  １　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式471株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株(議決権７個)含ま

れております。 

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
暁飯島工業株式会社

茨城県水戸市千波町 
2770番地の５

85,000 　　― 85,000 0.77

計 ― 85,000 ― 85,000 0.77

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年

建設省令第14号）に準じて記載しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年３月１日から

平成25年５月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年９月１日から平成25年５月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,421,092 1,322,769

受取手形・完成工事未収入金 1,741,010 2,036,952

未成工事支出金 100,353 105,283

繰延税金資産 46,229 24,326

その他 151,075 127,852

貸倒引当金 △49,590 △52,650

流動資産合計 3,410,171 3,564,534

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 1,169,543 1,169,543

減価償却累計額 △863,092 △879,945

建物・構築物（純額） 306,450 289,597

土地 2,160,682 2,160,682

その他 12,603 15,451

減価償却累計額 △11,265 △12,289

その他（純額） 1,337 3,161

有形固定資産合計 2,468,470 2,453,441

無形固定資産 536 1,258

投資その他の資産

投資有価証券 272,058 318,257

長期貸付金 500 －

その他 66,702 67,553

貸倒引当金 △39,745 △39,285

投資その他の資産合計 299,515 346,525

固定資産合計 2,768,522 2,801,225

資産合計 6,178,693 6,365,760
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 1,535,372 1,836,575

短期借入金 1,270,000 1,180,000

1年内返済予定の長期借入金 265,252 210,322

1年内償還予定の社債 50,000 80,000

未払法人税等 167,037 5,134

未成工事受入金 154,305 128,334

完成工事補償引当金 5,870 5,880

工事損失引当金 19,800 4,700

賞与引当金 71,940 21,310

役員賞与引当金 5,500 －

その他 106,551 71,576

流動負債合計 3,651,628 3,543,833

固定負債

社債 105,000 200,000

長期借入金 142,796 189,177

繰延税金負債 － 9,152

退職給付引当金 37,195 43,354

その他 18,378 18,552

固定負債合計 303,370 460,236

負債合計 3,954,998 4,004,070

純資産の部

株主資本

資本金 1,408,600 1,408,600

資本剰余金 3,705 3,705

利益剰余金 873,831 954,255

自己株式 △21,495 △21,587

株主資本合計 2,264,640 2,344,973

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △40,945 16,717

評価・換算差額等合計 △40,945 16,717

純資産合計 2,223,695 2,361,690

負債純資産合計 6,178,693 6,365,760
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成24年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高

完成工事高 4,666,436 4,666,541

その他の事業売上高 34,359 31,883

売上高合計 4,700,795 4,698,424

売上原価

完成工事原価 4,111,121 4,198,665

その他の事業売上原価 13,395 13,619

売上原価合計 4,124,517 4,212,284

売上総利益 576,277 486,139

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 115,895 111,154

賞与引当金繰入額 11,565 6,563

退職給付費用 10,199 10,620

貸倒引当金繰入額 － 3,060

その他 161,205 161,334

販売費及び一般管理費合計 298,866 292,733

営業利益 277,411 193,406

営業外収益

受取利息 1,665 557

受取配当金 3,946 7,851

投資有価証券売却益 － 4,883

仕入割引 6,518 6,265

受取地代家賃 6,545 6,635

貸倒引当金戻入額 7,271 412

その他 6,412 8,253

営業外収益合計 32,360 34,858

営業外費用

支払利息 32,894 27,915

有価証券売却損 976 －

投資有価証券売却損 4,660 660

その他 1,111 4,286

営業外費用合計 39,642 32,863

経常利益 270,129 195,401

特別利益

国庫補助金 9,833 －

災害損失引当金戻入額 9,420 －

特別利益合計 19,253 －

特別損失

固定資産圧縮損 9,833 －

投資有価証券評価損 1,468 －

特別損失合計 11,301 －

税引前四半期純利益 278,080 195,401

法人税、住民税及び事業税 120,269 60,330

法人税等調整額 8,775 21,902

法人税等合計 129,044 82,233

四半期純利益 149,035 113,168
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成24年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 278,080 195,401

減価償却費 17,940 18,200

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,271 2,599

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 350 10

工事損失引当金の増減額（△は減少） △6,410 △15,100

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,180 △50,630

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,500 △5,500

災害損失引当金の増減額（△は減少） △19,920 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,513 6,158

受取利息及び受取配当金 △5,612 △8,408

支払利息 32,894 27,915

有価証券売却損益（△は益） 976 －

有価証券償還損益（△は益） △1,834 △642

投資有価証券売却損益（△は益） 4,660 △4,222

投資有価証券評価損益（△は益） 1,468 －

国庫補助金 △9,833 －

固定資産圧縮損 9,833 －

売上債権の増減額（△は増加） △28,124 △153,154

未成工事支出金の増減額（△は増加） 109,011 △4,929

仕入債務の増減額（△は減少） △42,993 301,203

未成工事受入金の増減額（△は減少） 40,127 △25,970

未収消費税等の増減額（△は増加） 22,789 △31,838

未払消費税等の増減額（△は減少） 48,851 △60,142

破産更生債権等の増減額（△は増加） 80 50

その他 36,238 △68,363

小計 457,138 122,637

利息及び配当金の受取額 5,610 8,424

利息の支払額 △34,135 △25,956

法人税等の支払額 △13,178 △219,411

営業活動によるキャッシュ・フロー 415,433 △114,305
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(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成24年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年５月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △100,000

有価証券の償還による収入 50,000 100,000

有価証券の売却による収入 42,028 －

出資金の払込による支出 △5,005 －

有形固定資産の取得による支出 △7,715 △2,847

無形固定資産の取得による支出 － △1,045

投資有価証券の取得による支出 △50,851 △91,386

投資有価証券の売却及び償還による収入 20,715 114,759

長期貸付金の回収による収入 － 500

その他 1,395 2,192

投資活動によるキャッシュ・フロー 50,567 22,172

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △90,000

長期借入れによる収入 239,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △208,519 △258,549

社債の発行による収入 － 150,000

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

自己株式の取得による支出 △116 △91

配当金の支払額 △31,947 △32,549

財務活動によるキャッシュ・フロー △26,582 △6,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 439,418 △98,322

現金及び現金同等物の期首残高 1,352,106 1,397,092

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,791,524

※１
 1,298,769
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【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自  平成24年９月１日  至  平成25年５月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年９月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　
【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自  平成24年９月１日  至  平成25年５月31日)

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

(平成24年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年５月31日)

受取手形裏書譲渡高 54,659千円 51,945千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年９月１日
至  平成24年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年９月１日
至  平成25年５月31日)

現金預金 1,815,524千円 1,322,769千円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △24,000 △24,000

現金及び現金同等物 1,791,524 1,298,769

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成23年９月１日　至  平成24年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月25日
定時株主総会

普通株式 32,747 3.00平成23年８月31日 平成23年11月28日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

14/18



　

当第３四半期累計期間（自　平成24年９月１日　至  平成25年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月21日
定時株主総会

普通株式 32,744 3.00平成24年８月31日 平成24年11月22日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年９月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント  調整額 

（注）１

 四半期損益  
計算書計上  
額（注）２設備事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,666,43634,3594,700,795 ― 4,700,795

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,666,43634,3594,700,795 ― 4,700,795

セグメント利益 417,36520,963438,328△160,917277,411

（注）１ セグメント利益の調整額△160,917千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年９月１日  至  平成25年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント  調整額 

（注）１

 四半期損益  
計算書計上  
額（注）２設備事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,666,54131,8834,698,424 ― 4,698,424

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,666,54131,8834,698,424 ― 4,698,424

セグメント利益 338,96818,263357,232△163,825193,406

（注）１ セグメント利益の調整額△163,825千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、第１四半期会計期間より、平成24年９月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

これによる、当第３四半期累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年９月１日
至  平成24年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年９月１日
至  平成25年５月31日)

１株当たり四半期純利益 13円65銭 10円37銭

（算定上の基礎） 　 　

　四半期純利益(千円) 149,035 113,168

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 149,035 113,168

　普通株式の期中平均株式数(株) 10,915,343 10,914,441

　　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年７月９日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    村    　    茂    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    井    雅    也    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯
島工業株式会社の平成24年９月１日から平成25年８月31日までの第60期事業年度の第３四半期会計期間(平

成25年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年９月１日から平成25年５月31
日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー
計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社の平成25年５月31日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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